
っ
て

い
る

 

と
し

た
良

好
な

ま
ち

な
み

で
あ

る
 

買
 い

物
 に

 不
自

由
し

な
い

 

都
心

に
 近

く 、 通
勤

・ 
通

学
な

ど
に

便
利

で
あ

る
 

豊
か

な
緑

、 丘
陵

、
田

園
風

景
 な

ど
の

自
然

環
境

に
 恵

ま
れ

て
い

る
 

病院、学校、道路等の 
生活基盤が整っている 

良好なまちなみ 

買い物に不自由しない 

都心に近く、通勤・通学など 
に便利 

緑、丘陵、田園風景などの 
自然環境に恵まれている 

問１．青葉区の魅力 

平成２１年度青葉区区民意識調査 

２０－３９歳（下棒、５４０名）の特徴：青字、４０ 

問 

子友の遊び場 
や子育て支援 
の施設 

－ 

0 2 0 4 0 6 0 8 0 
無

回
答

 

そ
の

他
 

特
 に

魅
力

 を
感

じ
な

い
 

歴
史

、 文
化

的
資

源
が

 豊
富

で
あ

る
 

福
祉

サ
ー

ビ
ス

が
充

実
 し

て
い

る
 

地
域

活
動

が
盛

ん
で

あ
る

 

公
共

交
通

機
関

 が
発

達
 し

て
い

る
 

教
育

や
 文

化
 の

水
準

 が
高

い
 

病
院

 、
学

校
 、

 道
路

な
ど

の
 生

活
基

盤
 が

整
 っ

て
い

る
 

整
然

と
し

た
良

好
 

４ ０ － ５ ９ 歳 

２ ０ － ３ ９ 歳 

歴史、文化的資源が豊富 

福祉サービスが充実 

特に魅力を感じない 

無回答 

その他 

地域活動が盛ん 

公共交通機関が発達 

教育や文化の水準が高い 

地区 
センター 

障 

高齢者 

４０ ６０ 

－ 

年度青葉区区民意識調査から探る世代間の意識差 

４０－５９歳（上棒、６５７名）の特徴：赤字 

横軸：％ 

40-59歳 

問２．日々の生活の中で、不足もしくは不便と思うこと 

スポーツ施設 

ＳＣ・スーパー 

ごみ対策 

日用品の店（商店街） 

交通手段（バス） 

道路（道幅、渋滞） 

駅の駐輪場 

駅の駐車場 

図書館 

駅の送迎用駐車場所 

－ 

0 10 20 30 40 

40-59歳 

20-39歳 

地区センター、コミュニティ 
センター 

小学校・中学校 

２０ ４０ 

保育園・幼稚園 

「無回答」「特に無い」「その他」は記載せず 

障がい者のための施設 

緑地（山林や農地等） 

公園 

病院、診療所 

働く場所 

交番・警察 

高齢者のための施設＊ 

交通手段（電車） 

スポーツ施設 
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－ 

５０代：１０％ 
６０代：１５％ 
７０以上：２５％



問３．身近な住環境について、心配なこと 

放置自転車 

街並みを乱す建物、広告物等 

ごみの不法投棄 

敷地の造成による緑地減少 

路上駐車 

犯罪、治安 

0 2 0 

「無回答」「特に無い」「その他」は記載せず 

水路などの氾濫 

建築工事の騒音 

店舗、倉庫、工場等の混在 

河川の汚れや臭い 

高層建築物（日照や眺めなど） 

災害 

敷地の細分化 

自動車の騒音 

横軸：％ 

なこと 

4 0 6 0 

4 0 - 5 9 歳 

2 0 - 3 9 歳 
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40-59 

問19．居住地域の現在の課題や問題 

バリアフリーの不足 

バスの便の減少 

災害に対する備え 

子どもが安心して遊ぶ場の不足 

犯罪の増加・治安の悪化 

近隣の人とのつきあいの希薄化 

高齢化による介護問題の深刻化＊ 

電車内の混雑 

５０代：３５％ 
６０代：４３％ 
７０以上：５０ 

0 20 40 60 

40-59 

20-39 

ニートとなる青少年の増加 

地域のボランティアや活動団体の 
情報不足 

家庭・地域の子育て機能の低下 

子供減少による地域活力の低下 

身近な健康づくりの場の不足 

地域に関する情報の不足 

子供たちの将来 

バリアフリーの不足 

認知症者への理解の不足 

住宅の建て替えの増加 

高齢者や障がい者の外出困難 

２０ ４０ ６０ 

「無回答」「その他」、及び「現在」「将来」共に「２０－３９歳」「４０ 

横軸：％ 

59歳 40-59歳 

問20．居住地域の将来の課題や問題 

％
％ 

５０％ 

59歳 

39歳 

0 20 40 60 

40-59歳 

20-39歳 

２０ ４０ ６０ 

４０－５９歳」両方で５％未満の関心事は記載せず 
3/6



問29．現在の居住地域を選んだ理由 

教育や文化の水準が高い 

駅またはバス停が近い 

住宅が多く静か 

整然とした良好な街並み 

交通の便が良い 

自然環境に恵まれている 

都心に近く、通勤・通学など 
に便利 

0 10 20 30 40 

社宅、寮がある 

ここで生まれたから 

以前に住んだことがある 

知り合いが区内にいる 

子共ないし親が住んでいる 

趣味や余暇活動がしやすい 

病院や診療所が充実 

学校や保育園・幼稚園が近い 

近くにスーパーや店がある 

高齢者 
施設 

高齢者 
福祉 

「無回答」「特に無い 

横軸：％ 

問30．今後10～20年先、居住地域に望むこと 

40-59歳 

20-39歳 

0 10 20 30 40 

40-59歳 

20-39歳 

高齢者・障がい者の 
施設がある 

高齢者・障がい者の 
福祉サービスの充実 

２０ ４０ 

い」「その他」は記載せず  4/6



問30．今後10～20年先、居住地域に望むこと 

整然とした良好な街並み 

高齢者・障がい者の福祉サービス 
が充実 

駅またはバス停が近い 

自宅近くにスーパーや店がある 

自然環境に恵まれている 

病院や診療所が充実 

交通の便が良い 

0 10 20 30 

学校や保育園・幼稚園が近い 

子供や親と同居できる 

高齢者・障がい者の施設がある 

知り合いが近所に多い 

教育や文化の水準が高い 

都心に近く、通勤・通学などに便利 

住宅が多く静か 

趣味や余暇活動がしやすい 

整然とした良好な街並み 

むこと －世代間の共通項とギャップ－ 
横軸：％ 

40 

40-59歳 

0 10 20 30 40 

20-39歳 
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40 

問34．今後10～20年先を見据え、区

幅広 

スポーツ・レクリエーション 

地域で 

高齢者・障がい者用施設の充実 

駅周辺の魅力づくりや再整備 

手伝って欲しい人と、手助けした 
い人をつなげる仕組みづくり 

地震等の災害対策の充実 

高齢者・障がい者が移動 
しやすいまちづくり 

緑の保全と緑化の推進 

防犯対策の充実 

高齢者・障がい者の福祉 
サービスの充実 

要望が多い項目 

0 20 40 60 

40 

20 

区民活動 

スポーツ・レクリエーションの 

公共施設 

幅広 

図書サービスの拡充 

学校教育の充実 

児童手当・小児医療補助の拡充 

災害時の高齢者・障がい者の 
避難を助ける仕組みづくり 

道路や公園等公共施設の整備 

まちなみの保全 

ごみ対策の強化 

バス等の公共交通の確保 

住民窓口サービスの改善 

高齢者・障がい者用施設の充実 

横軸：％ 

40-59歳 40-59歳 

区が重点的に進めるべきこと 

幅広い世代間の交流機会の充実 

禁煙環境の整備 

スポーツ・レクリエーション施設の整備 

芸術・文化活動の充実 

で顔の見える関係づくりの強化 

脱温暖化行動の推進 

保育園・幼稚園の整備 

商店街の振興 

要望はさほど多くない項目 

0 10 20 30 40 

40-59歳 

20-39歳 

40-59歳 

20-39歳 

広報や広聴、区民相談、情報 
公開など区民参加の推進 

国際交流・協力の推進 

区民活動や交流の場の施設整備 

区内経済の活性化 

生活習慣病予防の促進 

スポーツ・レクリエーションの振興 

公共施設や民間施設の有効活用 

地域の情報発信の充実 

講座など生涯学習の充実 

幅広い世代間の交流機会の充実 
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